
●
「
第
72
回
滋
賀
県
美
術
展
覧
会
」

作
品
募
集
の
お
知
ら
せ

滋
賀
県
美
術
展
覧
会
は
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ま

に
日
頃
の
創
作
活
動
の
成
果
を
発
表
し
て
い
た
だ

く
場
と
し
て
、
ま
た
、
身
近
に
芸
術
を
鑑
賞
し
て

い
た
だ
く
機
会
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
展
覧

会
で
す
。
こ
の
歴
史
あ
る
美
術
展
に
、
あ
な
た
も

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格

滋
賀
県
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
す
る
方
（
中
学
生
以
下
は
除

く
）

■
応
募
部
門

平
面
（
日
本
画
・
洋
画
な
ど
）
、
立

体
、
工
芸
（
陶
芸
・
染
色
な
ど
）
、

書
の
４
部
門

■
作
品
搬
入

【
平
面
・
書
】

平
成
30
年
10
月
28
日
（
日
）

草
津
ク
レ
ア
ホ
ー
ル

【
平
面
・
立
体
・
工
芸
・
書
】
平
成
30
年
10
月
27
日

（
土
）
、
28
日
（
日
）

県
立
文
化
産
業
交
流
会
館

※
い
ず
れ
も
10
時
30
分
～
16
時

■
展
覧
会

【
会
期
】
平
成
30
年
11
月
８
日
（
木
）
～
14
日
（
水
）　

※
月
曜
日
休
館

【
会
場
】
滋
賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館

（
米
原
市
下
多
良
２
ー
１
３
７
）

■
公
開
審
査：

11
月
１
日
（
木
）
11:

00
か
ら
県
立

文
化
産
業
交
流
会
館
で

■
審
査
員
に
よ
る
講
評
会：

11
月
11
日
（
日
）

工
芸
・
書
／
10:

30
～
▽
平
面
・
立
体
／
14:

30
～

募
集
要
項
等
の
問
合
せ
先

（
公
財
）
び
わ
湖
芸
術
文
化
財
団
地
域
創
造
部

（
０
７
７
ー
５
２
３
ー
７
１
４
６
）

●
ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
２
０
２
０

（
ビ
ヨ
ン
ド
ニ
ー
ゼ
ロ
ニ
ー
ゼ
ロ
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
存
知
で
す
か
？

ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
２
０
２
０
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
、
日
本
文
化
の
魅
力
を
発

信
す
る
様
々
な
事
業
・
活
動
を
政
府
等
が
認
証

し
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
付
与
し
て
統
一
感
を
持
っ
て

全
国
展
開
す
る
取
り
組
み
で
す
。

認
証
を
受
け
た
事
業
・
活
動
は
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
告
知
物
等
に
使
用
で
き
、
文
化
庁
が
運
営
す
る

文
化
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
Ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
国
内
外
に
情

報
発
信
さ
れ
ま
す
。

滋
賀
県
も
認
証
組
織
と
し
て
、
皆
様
の
文
化
活

動
を
「
ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
２
０
２
０
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
し
て
認
証
し
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
付
与
し
ま
す
。
市

町
、
民
間
事
業
者
、
任
意
団
体
等
が
主
体
と
な
っ

て
地
域
で
行
う
文
化
活
動
や
祭
り
な
ど
も
認
証
の

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
積
極
的
な

申
請
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
に
向
け
、
湖
国
の
文
化
を
一

緒
に
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
滋
賀

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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『
え
ん
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●
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
展
in
長
浜

-A
ccess to
 G
lass A
rt-

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
展
in
長
浜
実
行
委
員
会
会
長

辻
川
　
作
男

長
浜
の
ま
ち
は
、
国
指
定
名
勝
の
「
慶
雲
館
」

や
日
本
最
古
の
長
浜
駅
舎
な
ど
伝
統
的
な
建
造
物

や
町
並
み
が
大
切
に
守
ら
れ
、
古
民
家
・
商
家
を

活
用
し
た
黒
壁
ス
ク
エ
ア
や
美
術
館
・
ギ
ャ
ラ
リ

ー
と
い
っ
た
文
化
の
拠
点
も
数
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
曳
山
子
ど

も
歌
舞
伎
、
商
家
に
残
る
北
大
路
魯
山
人
の
美
術

品
、
街
の
再
生
事
例
と
し
て
全
国
的
に
も
高
い
評

価
を
得
て
い
る
市
民
主
導
の
黒
壁
ガ
ラ
ス
運
動
な

ど
、
町
衆
の
文
化
を
愛
で
る
気
風
が
色
濃
く
残
る

ま
ち
で
す
。
そ
こ
で
、
長
浜
の
市
街
地
全
体
を
美

術
館
と
捉
え
、
市
民
と
作
家
の
交
流
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
を
組
み
入
れ
た
回
遊
型
の
「
グ
ラ
ス

ア
ー
ト
展
」
を
２
０
１
７
年
11
月
18
日
（
土
）
～
11

月
27
日
（
月
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

長
浜
に
は
本
物
の
「
美
」
が
あ
る
こ
と
、
ま
た

そ
れ
を
創
り
だ
す
「
力
＝
能
力
・
技
術
」
が
あ
る

こ
と
を
認
知
し
て
も
ら

い
、
長
浜
市
が
ガ
ラ
ス
文

化
を
始
め
多
様
な
芸
術
文

化
を
育
む
懐
の
深
い
ま
ち

で
あ
り
、
誰
も
が
誇
り
を

持
っ
て
住
み
続
け
る
ま
ち

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
の

実
践
で
す
。

具
体
的
事
例
と
し
て
、

長
浜
の
歴
史
街
道
で
あ
る

北
国
街
道
沿
い
で
展
開
さ

れ
た
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

ア
ー
ト
グ

ラ
ス
制
作
集

団
「
イ
ー
ト

ー
テ
ン
」
14

名
の
作
家
に

よ
る
ガ
ラ
ス

展
、
黒
壁
作

家
作
品
展
、

ル
ネ
・
ラ
リ

ッ

ク

作

品

展

、

旧

商

家
・
安
藤
家

で
の
和
ガ
ラ
ス
小
品
展
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
受
講

者
作
品
展
、
黒
壁
ガ
ラ
ス
館
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ガ
ラ
ス
ウ
ェ
ア
と
黒
壁
体
験
教
室
に
お
け
る
ア
ー

ル
ヌ
ー
ボ
ー
風
ガ
ラ
ス
体
験
な
ど
で
、
地
ビ
ー

ル
・
手
打
ち
そ
ば
・
グ
ラ
ス
ジ
ュ
ー
ス
・
近
江
牛

照
り
焼
き
・
フ
レ
ン
チ
と
ガ
ラ
ス
食
器
の
融
合
、

オ
ペ
ラ
・
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
や
記
念
講
演

な
ど
も
実
施
し
ま
し
た
。

著
名
な
作
家
の
作
品
に
加
え
、
地
元
の
新
進
気

鋭
の
作
家
や
ガ
ラ
ス
愛
好
者
に
よ
る
作
品
な
ど
も

展
示
し
、
ま
た
、
見
る
だ
け
で
な
く
、
ガ
ラ
ス
体

験
や
講
演
会
等
も
ま
じ
え
て
参
加
者
の
幅
を
広
げ

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ガ
ラ
ス
と
い

う
地
域
資
源
を
活
用
し
、
地
域
を
芸
術
文
化
で
活

性
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

滋賀県の文化

M
ade in S

higa
- 

身
近
に
感
じ
る
「
美
」
の
世
界

近
年
に
実
施
さ
れ
た
『
暮
ら
し
ア
ー
ト
事
業
』
の
中
か
ら

地
域
を
元
気
に
す
る
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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●
絵
画
に
な
っ
た
音
楽

滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
主
任
学
芸
員

田
平
　
麻
子

ワ
シ
リ
ー
・
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
（
１
８
６
６

-

１
９
４
４
）
は
モ
ス
ク
ワ
で
生
ま
れ
、
モ
ス
ク
ワ
大

学
で
法
律
と
経
済
学
を
学
ん
だ
後
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に

移
り
美
術
を
学
び
ま
し
た
。
１
９
１
０
年
か
ら
抽
象

画
を
描
き
始
め
、
抽
象
画
の
創
始
者
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

目
に
見
え
る
具
体
的
な
モ
チ
ー
フ
を
描
く
こ
と

よ
り
も
、
目
に
は
見
え
な
い
人
間
の
精
神
を
描
く
こ

と
を
探
求
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
た
彼

は
、
色
彩
と
形
体
に
よ
っ
て
の
み
構
成
さ
れ
る
抽
象

絵
画
の
制
作
に
邁
進
し
ま
し
た
。
当
館
所
蔵
の
「
小

さ
な
世
界
」
の
連
作
は
、
幾
何
学
的
な
モ
チ
ー
フ
を

配
し
た
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
構
成
が
特
徴
で
、
画
面
の
な

か
で
色
や
形
が
弾
み
な
が
ら
自
由
に
動
き
、
音
を
奏

で
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

理
知
的
な
構
成
と
同
時
に
色
や
形
の
豊
か
な
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
す
。
ま
た
本
作
品

は
版
画
作
品
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
版
画
技
法
が
用

い
ら
れ
て
お
り
、
木
版
に
よ
る
柔
ら
か
な
色
面
や
銅

版
に
よ
る
繊
細
な
表
情
の
線
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技

法
の
特
徴
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

滋賀県の文化

アートのみかた
−滋賀県立近代美術館所蔵作品をもとに−

ワシリー・カンディンスキー「小さな世界V」　１９２２年　木版・紙　３５．４×２７．６cm 滋賀県立近代美術館所蔵
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●
歌
劇
《
魔
笛
》
の
魅
力

び
わ
湖
ホ
ー
ル
事
業
部

チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

舘
脇
　
昭

び
わ
湖
ホ
ー
ル
で
は
10
月
に
「
沼
尻
竜
典
オ
ペ
ラ

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
の
オ
ペ

ラ
《
魔
笛
》
を
上
演
し
ま
す
。
こ
の
作
品
は
、
《
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚
》
と
並
ん
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
の

中
で
も
特
に
人
気
の
高
い
作
品
で
す
。

《
魔
笛
》
は
彼
の
最
後
の
オ
ペ
ラ
で
、
１
７
９
１
年

９
月
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
自
身
の
指
揮
に
よ
り
ウ
ィ
ー
ン

で
初
演
さ
れ
ま
し
た
。
上
演
を
重
ね
る
ご
と
に
人
気
が

高
ま
り
、
翌
10
月
に
は
20
回
以
上
の
上
演
、
そ
し
て
12

月
の
彼
の
死
後
、
評
価
は
う
な
ぎ
登
り
に
高
ま
り
、
プ

ラ
ハ
、
ベ
ル
リ
ン
、
ロ
ン
ド
ン
、
そ
し
て
１
８
１
６
年

に
は
ミ
ラ
ノ
で
上
演
さ
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
広
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
。

内
容
は
囚
わ
れ
て
い
る
王
女
パ
ミ
ー
ナ
を
王
子
タ

ミ
ー
ノ
が
救
い
出
す
と
い
う
設
定
で
始
ま
る
冒
険
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
で
、
心
温
ま
る
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
あ
ら
ゆ

る
年
齢
の
方
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
作
品
で
、
「
な

ん
と
美
し
い
絵
姿
」
、
「
パ
パ
パ
の
二
重
唱
」
、
「
夜

の
女
王
の
ア
リ
ア
」
な
ど
、
有
名
な
歌
が
た
く
さ
ん
登

場
し
、
極
上
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
メ
ロ
デ
ィ
を
お
楽
し

み
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

指
揮
に
び
わ
湖
ホ
ー
ル
芸
術
監
督
の
沼
尻
竜
典
、
演

出
に
新
進
気
鋭
の
佐
藤
美
晴
を
迎
え
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
オ

ペ
ラ
・
ア
リ
ア
の
中
で
極
め
て
高
い
技
術
が
要
求
さ
れ

る
夜
の
女
王
に
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
歌
劇

場
で
活
躍
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
か
ら
宮
廷
歌
手
の
称

号
が
与
え
ら
れ
た
角
田
祐
子
、
王
女
パ
ミ
ー
ナ
に
日
本

を
代
表
す
る
歌
姫
の
砂
川
涼
子
、
王
子
タ
ミ
ー
ノ
は
び

わ
湖
ホ
ー
ル
四
大
テ
ノ
ー
ル
の
山
本
康
寛
と
す
べ
て
沼

尻
監
督
渾
身
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
お
贈
り
し
ま
す
。

滋賀県の文化

オ
ペ
ラ
日
和

●
オ
ペ
ラ
の
楽
し
み
方

「
心
に
響
く
ア
リ
ア
」

有
名
な
オ
ペ
ラ
に
は
心
に
響
く
ア
リ
ア(

詠
唱)

や

名
曲
が
存
在
し
ま
す
。
《
蝶
々
夫
人
》
あ
る
晴
れ
た

日
に
、
《
カ
ル
メ
ン
》
ハ
バ
ネ
ラ
、
闘
牛
士
の
歌
、

《
椿
姫
》
乾
杯
の
歌
、
《
ア
イ
ー
ダ
》
凱
旋
行
進

曲
、
《
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
》
誰
も
寝
て
は
な
ら

ぬ
、
《
リ
ゴ
レ
ッ
ト
》
女
心
の
歌
、
《
ト
ス
カ
》
星

は
光
り
ぬ
、
歌
に
生
き
恋
に
生
き
、
な
ど
な
ど
。

ま
だ
ま
だ
他
に
も
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
一
度
は
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
る
メ
ロ
デ
ィ
が
必
ず
散
り
ば
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ん
な
「
お
気
に
入
り
」
を
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

モーツァルト作曲≪魔笛≫

日　時 10月６日(土)15:00 開演
会　場 びわ湖ホール大ホール
指　揮 沼尻竜典
演　出 佐藤美晴
出　演 ザラストロ：伊藤貴之

夜の女王：角田祐子
タミーノ：山本康寛
パミーナ：砂川涼子

管弦楽 日本センチュリー交響楽団
チケット 11,000円（S席）～2,000円（U24席）

お問い合わせはびわ湖ホールチケットセンター
077-523-7136（10時〜19時、火曜日休館）

夜
の
女
王：

角
田
祐
子

パ
ミ
ー
ナ：

砂
川
涼
子


